
【重要】おやつの持参制への移行に関するお知らせとお願い 

 

いつも当団体の運営にご理解とご協力いただき、誠にありがとうございます。 

休日子どもカレッジでは、これまで当団体でおやつを用意し提供してまいりましたが、近年

の物価高騰に加え、食物アレルギーへの対応や、こどもたち一人ひとりの食習慣・体質への

配慮の観点から、令和 8年度夏休みより「おおやつ持参制」へ移行させていただくこととなり

ました。 

保護者の皆様には毎日のご準備の手間をおかけすることとなり、大変恐縮ではございます

が、こどもたちが安全に、そして安心して過ごせる放課後の時間のため、何卒ご理解とご協

力をお願い申し上げます。 

詳細につきましては、以下のガイドラインをご確認ください。 

 

◆「おやつ持参に関するガイドライン 

こどもたちの安全管理や、トラブル防止のため、いくつかルールを設けさせていただいてお

ります。ご協力をお願いいたします。 

1.「 量と内容の目安 

• 量：「こどもが 1回で食べきれる量。 

• おすすめの例： 

o スナック菓子、クッキー、お煎餅 

o おにぎり、パン（小ぶりなもの） 

o ゼリー（パウチタイプ、ミニカップ等どちらでも可） 

o 果物（バナナや、あらかじめカットしたもの等） 

• NGなもの： 

o お箸やスプーンが必要なもの（カップラーメン、カップ焼きそばなど） 

o ガムや飴（誤飲や食べながらの行動を防ぐため） 

 

2.「 衛生管理と保管方法について（重要） 

休日子どもカレッジには、おやつを保管するための冷蔵庫がございません。「そのため、持

参されるおやつの種類に応じて、衛生管理へのご協力をお願いいたします。 

• 必要に応じた保冷対策：「おにぎりやパン、ゼリー、果物など、傷みやすいもの・冷

たいものを持参される場合は、傷みを防ぐため、必ずお保冷バッグ（保冷剤を入れ

た状態）」に入れて持たせてください。 

o ※常温保存ができるスナック菓子や、お煎餅などのみの日は、通常の袋やポ

ーチで構いません。 



• おにぎりの衛生：「おにぎりは素手で握らず、ラップ等を使用してください。具材は

梅干しや塩昆布など、傷みにくいものが安心です。 

 

3.「 アレルギー・トラブル防止 

• おやつの交換は禁止：「アレルギー事故防止のため、友達同士でのおやつの交換やおあ

げる・もらう」は一律禁止とします。 

• ゴミの持ち帰り：「食べたおやつのゴミ（果物の皮やゼリーの容器などを含む）は、

持参した袋（または保冷バッグ）に入れてすべて持ち帰ります。 

 

4.「 持参方法 

• おやつを入れる袋、ポーチ、保冷バッグ等には、必ず大きくお学年」とお氏名」の記

入をお願いいたします。 

 

◆「よくあるご質問（Q&A） 

Q.「 毎日持たせるのを忘れてしまった場合はどうなりますか？「  

A.「 万が一忘れてしまった場合に備え、休日子どもカレッジで予備のおやつ（アレルギーに

配慮したクラッカー、おせんべい等）を実費（1回 100 円）にて提供いたします。その際は

後日精算させていただきます。 

 

Q.「 塾の日など、量を多めに持たせてもいいですか？「  

A.「 はい、大丈夫です。お子様の年齢や体格、その日の活動量によって必要な量はそれぞれ

異なるかと思いますので、ご家庭で量を調整してお持たせください。 

なお、安全な見守りと子どもたちの公平性を保つため、おやつを食べるのはみんなと同じ時

間（1回）とさせていただいております。 

習い事の前のエネルギー補給には、カレッジでのおやつ時間内にサッと食べきれるような、

[おにぎりや栄養調整食品]など少しお腹にたまるものがおすすめです。 

 

Q.「 チョコレートなどは持って行ってもいいですか？「  

A.「 禁止はしていませんが、夏場などはカバンの中で溶けてしまう可能性があります。季節

に応じて、溶けにくいものを選ぶなどのご配慮をお願いいたします。 

 

何かご不明な点や、個別の事情（アレルギーや医療的な配慮など）によるご相談がございま

したら、いつでもスタッフまでお気軽にお声がけください。 

こどもたちが毎日楽しくおやつの時間を過ごせるよう、スタッフ一同サポートしてまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

[まちのがっこう休日子どもカレッジ/「 特定非営利活動法人ワークライフ・コラボ] 


